センゴ ニホン ノ チュウショウ キギョウ キンユウ by 齋藤, 正
氏 名 齋 藤   正 
学 位 の 種 類 博   士（商  学） 
学 位 記 番 号 第4739号 
学位授与年月日 平成17年6月29日 
学位授与の要件 学位規則第４条第2項該当者 
学 位 論 文 名 戦後日本の中小企業金融 
論文審査委員 主査 教 授 片 岡   尹   副査 教 授 青 山 和 司 
 副査 教 授 清 田   匡 
 
 


































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、わが国の戦後の金融・金融制度の変遷を中小企業金融の視角から辿り、現在直面する金融制度問
題への政策を提言したものということができる。全体は２部に分かれ、前半は金融の戦後の変化を、後半は金
融制度の現状と将来の課題を論じている。 
 本論文は、順に時代を追って、その時々の金融制度上の問題、懸案を論じるという構成になっている。それ
ぞれの章で扱われる論点は、１章；融資集中機構、２章；窓口指導、護送船団方式、３章；金融の二重構造、
金融の「階層性」、４章；金融の自由化、５章；バブル経済と銀行、６章；金融ビッグバン、７章；ビッグバン
に代わる金融制度改革、８章；協同組合形式の金融への期待、９章；地域金融機関の再建・強化、である。５
章までが前半で、６章からが後半である。 
 戦後日本の経済成長経路は、大企業を資本蓄積の軸とし、中小企業を大企業の補完役として発展した。これ
が産業の二重構造を生み出した。これに対応し、金融制度も大企業に必要な資金を供給するべく整備され、大
企業に対しては都市銀行、長期信用機関、さらには政府系金融機関を配し、中小企業に対しては専門の中小企
業金融機関（公的金融機関を含む）を配した。こうして金融構造も二重化した。この二重構造のため、中小企
業金融は、それ独自の論理をもつ自立的な分野というよりも、大銀行の行動を強く反映する全体の変化によっ
て強く影響される分野となった。すなわち中小企業金融の分野の分析は日本の金融全体の考察の中で行わざる
をえない。本書もそうした特色をもっており、戦後日本の中小企業についての金融問題のみを扱っているので
はなく、上記の論点に見られるように、金融全体の中で中小企業金融を考察している。 
 また、中小企業金融は金融の中心部分でないだけに、政策的に補完されざるをえず、あるいは収益原理を離
れてもよいということになる。従来より中小企業金融は公的資金を源とし、また公的機関を資金ルートとして
いたが、ことにバブルの崩壊後は公的資金の役割が大きくなり、公的な側面が表面に現れた。 
 このように産業と金融とにおける二重構造の認識に基づき、申請者（齋藤氏）は、金融自由化をする場合に
は、日本の金融市場は均質ではないことを認識すべきである、自由化が必ずしも中小企業金融機関の効率性を
高めることはなく、すべてを競争に任せるビッグバンには反対である、という立場をとる。バブルの崩壊後、
地域経済を活性化するためには地域経済や地場産業を支えた中小企業を活性化しなければならず、そのために
は地域金融機関、中小企業金融機関、特に収益原理に基づかない協同組合形式の金融に期待している。しかも
これらの企業が社会的弱者として保護の下に運営されるのではなく、自立しなければならないことを強調して
いる。すなわち「市場経済下における協同組合事業の発展の可能性」（262頁）に期待している。自立の可能性
については、地域に密着した金融機関として大銀行にまさる情報生産能力を評価し、また地域の資金を地域に
還元することができ、可能性ありと判断している。こうした主張は協同組合組織による金融機関の発展方向を
指し示す提言として本論文で大いに評価できるところである。 
 中小企業金融は、制度金融の性格が強く、公的資金のウエイトも大きいので、これら諸制度の分析を含むと、
中小企業金融の全体像がさらに明らかとなったのではないかと考えられる。中小企業金融の先行研究はさほど
多くなく、本論文は中小企業金融をわが国の金融全体の中に位置づけ、明らかにするものであり高い評価を与
えることができる。審査委員会は全員一致して、本論文を博士（商学）の学位を授与するに値すると認めた。 
 
